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前橋（川越）藩大津陣屋他、三浦海岸配備絵図（部分、嘉永６年６月以降）  

Ｐ９４０９  №１７６   ＊縦 52.8 ㎝×横 143.9 ㎝、彩色  

平
成
30
年
７
月
21
日
よ
り
、
当
館
で
は
テ
ー
マ
展
示
１

「
上
州
の
幕
末
・
明
治
維
新
‐
１
５
０
年
前
の
ふ
る
さ
と
‐
」

を
開
催
中
で
す
（
11
月
４
日
ま
で
）
。 

上
の
絵
図
は
、
嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）
６
月
、
米
使
節
ペ

リ
ー
浦
賀
沖
来
航
時
の
三
浦
半
島
南
部
（
現
神
奈
川
県
横
須
賀

市
・
三
浦
市
）
の
警
備
状
況
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
左
下
（
南

東
部
）
の
大
型
帆
船
（
蒸
気
船
で
は
な
い
）
は
、
浦
賀
・
久
里

浜
沖
に
停
泊
し
、
多
数
の
小
舟
が
取
り
囲
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

後
ペ
リ
ー
は
、
久
里
浜
に
上
陸
し
、
フ
ィ
ル
モ
ア
大
統
領
の
国

書
を
浦
賀
奉
行
に
手
渡
し
ま
し
た
。
絵
図
右
側
の
観
音
崎
沖
合

に
は
、
日
本
側
の
帆
船
が
多
数
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

近
景
に
は
、
右
（
北
）
か
ら
川
越
藩
（
後
の
前
橋
藩
）
大
津

陣
屋
・
観
音
崎
・
浦
賀
・
久
里
浜
（
以
上
横
須
賀
市
）
、
三
崎 

・
城
ヶ
島
（
同
三
浦
市
）
な
ど
が
、
遠
景
（
上
画
像
に
無
し
）

に
は
伊
豆
半
島
、
箱
根
山
、
富
士
山
、
大
山
、
江
ノ
島
等
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
百
五
十
間
四
方
の
大
津
陣
屋
、
走
水

道
、
旗
山
崎
御
台
場
、
十
石
山
御
台
場
、
観
音
崎
御
台
場
、
舟

番
所
、
燈
明
（
堂
）
、
浦
賀
奉
行
陣
所
、
船
番
所
、
三
崎
町
、

御
陣
屋
、
安
房
ヶ
崎
御
台
場
、
城
ヶ
島
篝
火
、
大
島
十
八
里
、

新
島
百
里
余
な
ど
の
文
字
が
読
み
取
れ
ま
す
。 

こ
の
絵
図
は
、
２
階
閲
覧
室
の
大
型
絵
図
専
用
机
で
原
本
を

御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 
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今
年
の
４
月
か
ら
、
文
書
館
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
浅
田
で
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

文
書
館
は
、
歴
史
的
公
文
書
、
古
文
書
を
収

集
・
整
理
・
保
存
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
施
設
で

す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
教
育
普
及
活
動
、
全

国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
（
全

史
料
協
）
及
び
同
関
東
部
会
に
関
す
る
業
務
、

群
馬
県
市
町
村
公
文
書
等
保
存
活
用
連
絡
協

議
会
（
群
文
協
）
に
関
す
る
業
務
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
そ
の
業
務
の
重
要
性
に
比
し
、
認

知
度
が
あ
ま
り
高
く
な
い
と
い
う
の
が
現
状

で
あ
り
、
広
報
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
少
し

で
も
知
名
度
を
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

   

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
８
月
に
「
陸
軍
前
橋

飛
行
場 

私
た
ち
の
村
も
戦
場
だ
っ
た
」
と
い

う
映
画
を
見
て
き
ま
し
た
。 

 

太
平
洋
戦
争
の
末
期
に
、
旧
群
馬
町
（
高
崎

市
）
に
建
設
さ
れ
た
「
前
橋
飛
行
場
」
を
巡
る

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
、
鈴
木
越
夫
さ
ん

の
原
作
を
、
前
橋
市
出
身
の
飯
塚
俊
男
監
督
が

映
画
化
し
た
も
の
で
す
。 

 

飛
行
場
建
設
や
前
橋
空
襲
な
ど
に
関
す
る

数
多
く
の
住
民
の
証
言
を
収
録
し
て
お
り
、
住

民
の
意
向
を
無
視
し
た
強
引
な
飛
行
場
建
設
、

空
襲
の
悲
惨
さ
な
ど
が
リ
ア
ル
に
伝
わ
っ
て

く
る
も
の
で
、
印
象
深
い
映
画
で
し
た
。 

 

こ
の
映
画
に
は
、
福
田
康
夫
元
首
相
も
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
登
場
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

福
田
元
首
相
は
、
か
つ
て
前
橋
空
襲
の
写
真

を
探
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
文
書
館
を
訪

れ
ま
し
た
が
、「
前
橋
」
と
い
う
日
本
の
地
方
都

市
の
写
真
が
よ
く
整
理
さ
れ
、
誰
も
が
す
ぐ
に

利
用
で
き
る
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
経
験
を

持
ち
、
記
録
を
残
す
こ
と
の
重
要
性
を
映
画
の

中
で
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
時
の
経
験
か
ら
、
公
文
書
の
保
存
・
管

理
の
重
要
性
を
強
く
認
識
す
る
こ
と
と
な
り
、

首
相
在
任
時
に
い
わ
ゆ
る
「
公
文
書
管
理
法
」

の
法
制
化
を
指
示
し
、
同
法
は
平
成
21
年
に
成

立
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
文
書
館
に
は
、
「w

h
a
t
 

i
s
 p
a
s
t
 i
s
 p
r
o
l
o
g
u
e

」
（
過
去
か
ら
引
き
継

が
れ
た
も
の
は
、
未
来
を
生
み
出
す
種
と
な

る
）
と
い
う
言
葉
が
刻
ま
れ
た
石
碑
が
あ
り
、

映
画
中
で
は
、
そ
の
像
の
前
で
飯
塚
監
督
が
記

録
を
残
す
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
訴
え
て

い
ま
す
。 

  

現
在
、
文
書
館
に
は
、
歴
史
的
公
文
書
が
約

21
万
点
、
古
文
書
が
約
49
万
点
、
あ
わ
せ
て
約

70
万
点
、
県
史
編
纂
室
か
ら
引
き
継
い
だ
資
料

を
加
え
る
と
、
80
万
点
近
い
文
書
等
を
所
蔵
し

て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
を
、
「
未
来
を
生
み

出
す
種
」
と
し
て
、
将
来
の
世
代
に
し
っ
か
り

と
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

改
め
て
強
く
認
識
し
ま
し
た
。 

 

 

平
成
30
年
７
月
21
日
よ
り
平
成
30
年
11

月
４
日
ま
で
、
標
記
の
テ
ー
マ
展
示
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
本
年
は
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）

か
ら
満
１
５
０
年
に
当
た
り
、
そ
の
年
を
は
さ

む
幕
末
・
明
治
維
新
期
の
上
野
国
に
関
す
る
古

文
書
や
大
型
絵
図
を
選
び
、
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

展
示
項
目
は
、
１
天
保
・
弘
化
期
の
上
州
と

治
安
維
持
、
２
異
国
船
渡
来
・
開
港
と
生
糸
売

買
、
３
和
宮
下
向
、
前
橋
城
再
築
、
下
仁
田
戦

争
、
４
上
州
世
直
し
一
揆
、
戊
辰
戦
争
、
５
蚕

糸
業
視
察
、
廃
藩
置
県
、
他
、
と
し
天
保
期
～

明
治
10
年
の
上
州
の
特
徴
的
な
歴
史
を
記
し

た
文
書
や
大
型
絵
図
を
精
選
し
ま
し
た
。
ま
た
、

当
時
の
民
衆
の
生
活
や
行
動
が
う
か
が
わ
れ

る
史
料
、
彩
色
絵
図
な
ど
を
選
び
ま
し
た
。 

 

項
目
１
は
、
上
州
の
幕
府
領
・
大
名
領
な
ど

を
徘
徊
す
る
無
宿
者
と
し
て
著
名
な
国
定
村

忠
次
郎
（
国
定
忠
治
）
関
係
で
、
か
つ
彼
ら
を

取
り
締
ま
る
幕
府
の
関
東
取
締
出
役
が
記
さ

れ
て
い
る
文
書
を
選
び
ま
し
た
。
ま
た
、
国
定

忠
治
が
関
所
を
破
り
、
後
に
付
近
の
川
原
で
処

刑
さ
れ
た
「
大
戸
関
所
周
辺
絵
図
」
を
展
示
し

ま
し
た
。
項
目
２
は
、
嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）

ペ
リ
ー
来
航
と
翌
年
の
再
来
日
、
和
親
条
約
締

結
に
関
す
る
情
報
が
上
州
に
ど
の
よ
う
に
伝

え
ら
れ
た
か
と
い
う
視
点
で
「
川
越
藩
（
後
の

前
橋
藩
）
大
津
陣
屋
他
、
三
浦
海
岸
配
備
絵
図
」

（
表
紙
）
な
ど
絵
図
３
点
と
赤
堀
家
文
書
「
外

夷
来
艦
誌
一
」
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
項
目
３

は
、
公
武
合
体
政
策
に
よ
る
皇
女
和
宮
下
向
に

つ
い
て
、
一
行
の
宿
泊
前
後
３
日
は
旅
人
往
来

差
し
止
め
、
警
備
の
厳
重
な
ど
が
記
さ
れ
た

「
御
触
書
之
写
」（
写
真
）
な
ど
の
文
書
で
す
。

慶
応
期
の
前
橋
再
築
城
は
、
絵
図
２
点
と
領
内

か
ら
の
献
上
金
者
書
き
上
げ
の
文
書
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
下
仁
田
戦
争
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
神
戸
家
文
書
の
店
卸
帳
に
詳
述
さ
れ
た

部
分
、
戦
死
高
崎
藩
士
の
法
名
・
享
年
な
ど
が

記
さ
れ
た
木
版
の
文
書
で
す
。
項
目
４
は
、
慶

応
４
年
（
１
８
６
８
）
に
発
生
し
た
上
州
世
直

し
一
揆
に
つ
い
て
記
し
た
文
書
、
新
田
俊
純
筆

の
猫
絵
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
項
目
５
は
、
明

治
２
年
（
１
８
６
９
）
、
製
糸
業
視
察
の
た
め
上

州
を
訪
れ
た
イ
タ
リ
ア
公
使
夫
妻
一
行
を
描

い
た
錦
絵
、

西
郷
隆
盛

の
生
涯
を

讃
え
た
「
西

郷
和
讃
」

（
写
）
な
ど

も
展
示
し

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
御
来

館
く
だ
さ

い
。 

平
成
30
年
度
テ
ー
マ
展
示
１ 

「
上
州
の
幕
末
・
明
治
維
新 

 

-

１
５
０
年
前
の
ふ
る
さ
と-

」
の
開
催
報
告 

 
御触書之写（部分、文久元年）  

Ｐ 8206 №2161 

新
館
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

浅
田
正
人 



3 

 

 

 

当
館
の
古
文
書
解
読
講
座
は
開
館
以
来
毎

年
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
の
方
の
人
気

が
高
く
、
今
年
度
も
各
講
座
に
対
し
、
定
員
を

大
き
く
上
回
る
お
申
込
み
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

古
文
書
入
門
講
座
は
５
月
下
旬
か
ら
全
５

回
、
当
館
古
文
書
係
長
を
講
師
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
群
馬
県
内
の
宗
門
人
別
帳
や
徳
川
将
軍

の
書
状
、
明
治
政
府
の
通
達
等
を
読
み
、
く
ず

し
字
の
書
か
れ
方
や
文
書
が
作
成
さ
れ
た
背

景
を
学
び
ま
し
た
。
受
講
者
の
年
齢
は
様
々
で
、

皆
様
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
質
問
も
出
ま
し
た
。 

 

長
期
古
文
書
講
座
は
９
月
上
旬
か
ら
全
11

回
の
予
定
で
開
講
中
で
す
。
受
講
の
条
件
は
す

で
に
解
読
の
初
歩
を
学
ば
れ
た
方
で
す
。
講
座

で
は
中
世
か
ら
近
代
ま
で
の
様
々
な
文
書
の

解
読
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
年
度
の
講
師
は
国

文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
や
群
馬
県
立
歴

史
博
物
館
学
芸
員
の
方
々
、
お
よ
び
、
当
館
職

員
で
す
。 

 

過
去
の
テ
キ
ス
ト
は
販
売
し
て
お
り
、
解
読

学
習
支
援
の
た
め
、
解
読
相
談
の
サ
ー
ビ
ス
も

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
数
段
階
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
を

開
講
中
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
講
座
修
了
後
も

自
分
の
ペ
ー
ス
で
解
読
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

講
座
を
修
了
さ
れ
た
方
の
中
に
は
、
地
域
に

伝
わ
っ
て
い
る
古
文
書
を
解
読
学
習
す
る
団

体
で
活
躍
さ
れ
た
り
、
地
元
で
保
存
さ
れ
て
い

る
古
文
書
の
整
理
・
活
用
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

古
文
書
は
一
般
に
展
示
ケ
ー
ス
や
出
版
物
、

テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
し
て
接
す

る
物
で
す
が
、
当
館
で
は
群
馬
県
重
要
文
化
財

を
含
む
古
文
書
の
原
本
を
約
２
４
万
点
、
複
製

資
料
も
約
１
０
万
点
、
明
治
初
期
の
貴
重
な
地

図
を
含
む
国
重
要
文
化
財
「
群
馬
県
行
政
文
書
」

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
公
文
書
を
閲
覧
公

開
し
て
い
ま
す
。
解
読
方
法
を
身
に
つ
け
れ
ば
、

貴
重
な
文
書
を
直
接
に
手
に
取
っ
て
じ
っ
く

り
と
読
ん
だ
り
、
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

歴
史
の
第
一
次
資
料
で
あ
る
古
文
書
の
解

読
は
歴
史
を
学
ぶ
第
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
先
祖
が
生
き
て
い
た
社
会
を
知
り
、
自
分

な
り
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
を
紡

ぐ
こ
と
も

で
き
る
で

し
ょ
う
。 

ど
う
ぞ
解

読
講
座
を

入
口
に
、

魅
力
あ
ふ

れ
る
古
文

書
の
世
界

に
ふ
れ
て

み
ま
せ
ん

か
？ 

 

●
前
橋
市
立
第
五
中
学
校 

授
業
協
力
の
報
告 

 

平
成
27
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
、
第
五
中
学
校

１
年
生(

社
会
科
歴
史
学
習)

へ
の
授
業
協
力

も
今
年
度
で
４
年
目
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
７
月
13
日
（
金
）
に
１
年
生
４
ク

ラ
ス
（
１
１
２
人
）
が
ク
ラ
ス
毎
に
来
館
し
、

当
館
収
蔵
資
料
に
触
れ
、
郷
土
の
「
歴
史
」
そ

の
も
の
に
つ
い
て
の
興
味
・
関
心
を
高
め
ま
し

た
。
普
段
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
な
い
「
歴
史
」

資
料
に
真
剣
に
目
を
向
け
、
当
館
職
員
の
説
明

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
生
徒
た
ち
の
姿
が
印

象
的
で
し
た
。 

 

普
段
の
生
活
の
中
で
は
、
「
見
て
」
、
「
聞
い

て
」
、「
触
れ
る
」
機
会
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る

郷
土
の
「
歴
史
」
。
そ
の
機
会
を
提
供
で
き
る
施

設
と
し
て
、
今
後
も
学
校
と
の
連
携
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
各
種
学
校
の
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
や
「
社
会
科
」
の
学
習
に
、
当

館
の
史
料
を
ご
活
用
下
さ
い
。 

●
前
橋
市
立
木
瀬
中
学
校 

職
場
体
験 

 

平
成
30
年
９
月
４
日
（
火
）
か
ら
６
日
（
木
）

ま
で
の
３
日
間
、
木
瀬
中
学
校
の
第
２
学
年
の

職
場
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
５
名
の

生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

１
日
目
、
白
衣
を
着
用
し
て
マ
イ
ク
ロ
複
製

本
や
国
の
重
文
が
整
然
と
並
ぶ
書
庫
を
見
学

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
閲
覧
室
で
カ
ウ
ン
タ
ー
・

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
に
臨
み
ま
し
た
。
利
用
券

を
作
成
し
、
地
名
辞
典
や
地
誌
、
ア
ー
カ
イ
ブ

ビ
ュ
ー
ア
ー
で
木
瀬
地
区
に
つ
い
て
調
べ
ま

し
た
。 

 

２
日
目
、
午
前
は
古
文
書
に
ラ
ベ
ル
を
貼
る

作
業
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
午
後
は
中
性
紙
箱

の
作
成
と
和
と
じ
に
よ
る
製
本
作
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
製
本
作
業
で
は
、
針
の
扱
い
に

苦
闘
し
な
が
ら
も
、
全
員
が
好
き
な
柄
の
題
箋

を
貼
っ
て
美
し
い
和
と
じ
本
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

３
日
目
、
３
階
か
ら
地
下
２
階
ま
で
、
書
庫

内
の
温
度
と
湿
度
を
自
分
の
目
で
確
か
め
ま

し
た
。
次
に
昨
年
度
収
集
し
た
公
文
書
の
排
架

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
文
書
を
収
め
る
位
置
を

確
認
し
て
１
冊
ご
と
に
正
確
に
収
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
午
後
は
１
日
目
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
体
験
の
続
き
を
行
い
、
明
治
初
期
の
中
学

校
周
辺
の
様
子
を
絵
図
か
ら
読
み
取
り
ま
し

た
。 ３

日
間
、
体
調
不
良
を
訴
え
る
人
も
お
ら
ず
、

全
員
が
集
中
し
て
業
務
を
遂
行
で
き
ま
し
た
。 

学
校
連
携
（
校
外
授
業
・
職
場
体
験
） 
古
文
書
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
！ 

～
古
文
書
解
読
講
座
へ
の
ご
招
待
～ 

 

入門講座は女性の参加者が多かったです！ 
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昨
年
10
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
話
題

に
な
り
ま
し
た
が
、
渋
川
市
北
橘
町
箱
田
の
根

井
（
ね
の
い
）
幸
江
家
文
書
に
は
、
安
政
４
年

（
１
８
５
７
）
３
月
１
日
に
土
佐
藩
江
戸
屋
敷

で
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
御
前
試
合
に
関
す

る
古
文
書
が
あ
り
ま
す
。 

 

内
容
は
剣
術
の
対
戦
表
で
あ
る
と
思
わ
れ
、

総
勢
４
４
名
、
２
２
試
合
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
千
葉
」「
斎
藤
」「
桃
井
」
な
ど
江
戸
で
盛
ん

で
あ
っ
た
剣
術
道
場
の
門
下
生
が
、
多
く
参
加

し
て
い
ま
す
。
そ
の
冒
頭
で
「
斎
藤
門
人 
桂

小
五
郎
（
の
ち
の
木
戸
孝
允
）
」「
土
州 

坂
本

龍
馬
」
が
対
戦
し
て
い
ま
す
。
桂
に
は
黒
い
点

が
３
つ
、
坂
本
に
は
２
つ
あ
り
、
３
勝
２
敗
で

桂
が
勝
利
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
の
文
書
の
最
後
に
は
「
私
右
之
節
他
行
仕

候
而
残
念
千
萬
と
存
候
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

書
い
た
本
人
は
直
接
試
合
を
観
戦
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
他
者
か
ら
の
伝
聞
で
あ
り
、
非
常

に
残
念
が
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
ま
す
。 

 

こ
の
御
前
試
合
が
実
際
に
行
わ
れ
た
か
ど

う
か
疑
問
視
も
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
の

研
究
に
も
注
目
で
す
。 

文
書
の
所
蔵
者
で
あ
る
根
井
氏
は
、
木
曽
義

仲
四
天
王
の
ひ
と
り
根
井
行
親
の
後
裔
で
あ

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
義
仲
没
落
後
に
遺

児
を
擁
護
し
て
上
野
国
へ
移
住
し
た
よ
う
で

す
。
幕
末
期
に
前
橋
藩
医
沼
田
一
齋
の
仲
介
を

経
て
根
井
家
は
木
曽
家
に
出
入
し
、
当
主
を

「
御
館
様
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代

に
な
っ
て
平
安
時
代
以
来
の
主
従
関
係
が
復

活
す
る
と
は
驚
き
で
す
。
幕
末
期
の
当
主
は
剣

術
も
行
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
文
書
が

伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

根
井
家
文
書
の
公
開
に
携
わ
り
不
思
議
に

思
っ
た
の
は
「
安
政
の
大
獄
」
や
「
桜
田
門
外

の
変
」「
禁
門
の
変
」
な
ど
幕
末
の
動
静
を
伝
え

る
古
文
書
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

江
戸
時
代
名
主
を
務
め
て
い
た
お
宅
に
は
、
年

貢
割
付
状
な
ど
村
政
に
関
わ
る
古
文
書
は
あ

り
ま
す
。
し
か
し
天
下
の
情
勢
を
書
き
記
し
た

古
文
書
を
所
蔵
す
る
お
宅
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
情
報
を
必
要
と
し
た
の

か
、
ど
の
よ
う
な
伝
手
で
情
報
を
入
手
で
き
た

の
か
、
考
え
て
み
る
と
面
白
い
で
す
ね
。 

テ
ー
マ
展
示
１
「
上
州
の
幕
末
・
明
治
維
新

-

１

５

０

年
前
の
ふ

る
さ
と-

」

で
も
展
示

し
ま
し
た

が
、
い
つ

で
も
閲
覧

室
で
手
に

と
っ
て
ご

覧
い
た
だ

け
ま
す
の

で
ご
安
心

を
。 

 

全
史
料
協
と
は
、
「
全
国
歴
史
資
料
保
存
利

用
機
関
連
絡
協
議
会
」
の
略
称
で
す
。
こ
の
協

議
会
は
、
文
書
記
録
を
中
心
と
す
る
記
録
史
料

を
保
存
し
、
利
用
に
供
し
て
い
る
機
関
会
員
と
、

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
て
入
会
し
た
個
人

会
員
で
構
成
す
る
全
国
団
体
で
あ
り
、
１
９
７

６
年
（
昭
和
51
年
）
に
発
足
し
ま
し
た
。
機
関

会
員
に
は
、
公
文
書
館
、
歴
史
資
料
館
、
自
治

体
史
編
さ
ん
室
、
大
学
資
料
室
等
が
加
盟
し
て

お
り
、
個
人
会
員
に
は
、
史
料
を
保
存
し
利
用

に
供
す
る
仕
事
に
携
わ
る
方
々
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
全
国
団
体
で
あ
る
全
史
料
協
に
は
２

つ
の
地
域
部
会
（
関
東
・
近
畿
）
が
あ
り
、
平

成
29･

30
年
度
の
関
東
部
会
の
事
務
局
を
当

館
が
務
め
て
い
ま
す
。 

去
る
６
月
１
日
（
金
）
、
東
京
都
武
蔵
野
市
に

お
い
て
、
全
史
料
協
関
東
部
会
総
会
記
念
講
演

会
（
第
２
９
５
回
定
例
研
究
会
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

総
会
記
念
講
演
会
は｢

政
治
史
研
究
と
オ
ー

ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー 

-

概
論
と
実
践-

」
を
テ
ー

マ
に
、
清
水
唯
一
朗
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
総
合

政
策
学
部
教
授
）
を
講
師
に
迎
え
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
交
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
清
水
氏

は
、
中
央
省
庁
の
局
長
経
験
者
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ

ス
ト
リ
ー
（
口
述
記
録
。
出
来
事
に
関
わ
っ
た

人
た
ち
か
ら
直
接
話
を
聞
き
、
記
録
と
し
て
ま

と
め
る
。
）
を
通
じ
て
、
政
策
の
意
思
決
定
過
程

を
分
析
な
ど
す
る
政
治
学
研
究
者
で
す
。 

 

講
演
で
は
、
政
治
史
と
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ

ー
の
関
連
や
、
意
味
と
目
的
、
そ
の
手
法
な
ど

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
よ
い
聴
き
取
り
」
を
行
う
た
め
に
、
聴
き

手
、
話
し
手
に
何
が
必
要
か
な
ど
、
実
践
的
な

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て
の
解
説
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

講
演
中
に
は
、
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
よ

り
よ
く
知
る
た
め
、
参
加
者
を
グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
グ
ル
ー
プ
は
３
人
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

「
話
し
手
」
、「
聴
き
手
」
、「
観
察
者
」
に
役
割

を
分
担
し
、
交
替
し
な
が
ら
全
て
の
役
割
を
体

験
す
る
も
の
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
従
事
し
て

い
る
業
務
を
話
題
に
取
り
あ
げ
、
役
割
に
沿
っ

て
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
手
法
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
講
師
に
よ
る
参

加
者
の
感
想
・
意
見
の
集
約
や
、
よ
り
よ
い
方

法
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
更
に
活

動
を
盛
り
上
げ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も

非
常
に
活
発
な
活
動
が
印
象
的
で
あ
り
ま
し

た
。
よ
り
答
え
を
引
き
出
す
質
問
の
仕
方
や
、

答
え
を
限
定
さ
せ
て
し
ま
う
質
問
、
安
心
し
て

話
が
で
き
る
「
場
」
の
設
定
な
ど
、
オ
ー
ラ
ル

ヒ
ス
ト
リ
ー
に
対
す
る
興
味
、
理
解
が
さ
ら
に

高
ま
り
ま
し
た
。 

 

近
年
の
自
治
体
史
編
纂
事
業
で
は
、
行
政
の

当
事
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
成
果
を
反
映
さ

せ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
そ
う
で
す
。
今
あ
る

江
戸
土
佐
藩
邸
の
御
前
試
合 

全
史
料
協
関
東
部
会
総
会
記
念
講
演
会
の 

概
要
報
告 

 
松平土佐守様御上屋鋪ニテ御覧 P9409 №122-51 
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文
字
史
料
を
さ
ら
に
深
く
理
解
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
「
歴

史
の
継
承
」
や
「
史
料
の
保
存
」
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
重
要
な
要
素
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

    

◆
伊
勢
崎
市
境
木
島
・
高
橋
辰
治
家
文
書 

 

木
島
村
の
名
主
文
書
、
荒
木
流
剣
術
関
係
文

書
、
用
水
絵
図
等
。
約
１
０
０
点
。
（
寄
贈
） 

◆
伊
勢
崎
市
境
伊
与
久
・
高
井
房
義
家
文
書 

 

伊
与
久
村
村
方
文
書
、
伊
勢
崎
藩
（
県
）
郷

学
の
五
淳
堂
関
係
史
料
。
約
７
０
０
点
。（
寄
贈
） 

◆
伊
勢
崎
市
今
泉
町
・
倉
林
秀
昭
家
文
書 

 

伊
勢
崎
藩
主
酒
井
忠
強
の
写
真
（
幼
少
期
、

藩
主
時
代
、
晩
年
）
５
点
。
（
追
加
寄
託
） 

◆
前
橋
市
河
原
浜
町
・
河
原
浜
区
有
文
書 

 

近
世
や
明
治
以
降
の
勢
多
郡
河
原
浜
村
（
旧

大
胡
町
）
の
文
書
。
約
１
８
０
０
点
。（
寄
託
） 

◆
前
橋
市
富
士
見
町
・
時
中
自
治
会
文
書 

 

自
治
会
長
持
ち
回
り
文
書
。
地
租
改
正
時
の

測
量
図
１
９
枚
、
野
帳
１
６
冊
。
（
寄
託
） 

◆
高
崎
市
下
大
島
町
・
本
間
辰
一
氏
収
集
文
書 

 

慶
応
期
と
思
わ
れ
る
、
岩
鼻
役
所
か
ら
の
廻

状
の
写
し
、
１
点
。
（
追
加
寄
贈
） 

    

●
沼
田
市
上
川
田
町
・
藤
塚
清
温
家
文
書 

 

名
主
文
書
。
沼
田
煙
草
に
関
す
る
文
書
、
藩

の
通
達
、
越
後
国
の
職
人
に
関
す
る
文
書
等
。 

９
１
０
点
（
Ｐ
９
５
１
６
） 

●
渋
川
市
上
白
井
・
飯
塚
洋
子
家
文
書 

 

田
畑
質
入
れ
・
売
買
に
関
す
る
証
文
、
剣
術

一
刀
流
に
関
す
る
文
書
等
。 

１
１
０
９
点
（
Ｐ
０
０
８
１
０
） 

●
前
橋
市
・
多
加
谷
敏
則
家
文
書 

 

前
橋
藩
士
の
多
加
谷
家
に
伝
存
し
た
文
書

群
。 

 
 

 
 

 

５
１
点
（
Ｐ
１
１
０
８
） 

●
前
橋
市
・
若
林
茂
生
家
文
書 

 
前
橋
藩
士
の
若
林
家
に
伝
存
し
た
文
書
群
。 

３
６
１
点
（
Ｐ
０
１
２
０
７
） 

●
兵
庫
県
・
上
松
徹
氏
収
集
文
書 

 

高
崎
市
や
中
之
条
町
、
厩
橋
城
関
係
の
史
料
。 

 
 
 
 

３
点
（
Ｐ
１
６
０
１
） 

●
東
京
都
・
磯
田
道
史
氏
収
集
文
書 

 

小
栗
上
野
介
や
北
信
諸
藩
の
動
向
等
が
記

さ
れ
た
風
聞
記
。
磯
田
氏
は
歴
史
研
究
者
。 

１
点
（
Ｐ
１
７
０
２
） 

●
安
中
市
松
井
田
町
・
倉
持
基
宏
家
文
書 

 

中
山
道
碓
氷
峠
の
刎
石
に
あ
っ
た
茶
屋
本

陣
の
文
書
。
和
宮
下
向
に
関
す
る
文
書
も
あ
る
。 

２
６
点
（
Ｐ
０
１
７
０
５
） 

●
高
崎
市
下
大
島
町
・
本
間
辰
一
氏
収
集
文
書 

 

近
世
の
碓
氷
郡
下
大
島
村
の
近
世
の
名
主

文
書
。
伝
馬
や
検
地
に
関
す
る
文
書
。 

 
 

 
 

 

４
１
点
（
Ｐ
０
１
７
０
１
） 

●
群
馬
県
・
中
村
茂
氏
収
集
文
書 

近
世
文
書
。
剣
崎
村
と
の
秣
場
争
論
裁
許
状

写
し
、
天
明
の
浅
間
噴
火
関
係
等
。 

８
１
点
（
Ｐ
０
１
７
０
３
） 

※
最
後
の
二
つ
の
文
書
群
は
同
じ
家
の
文
書
で
す
。  

    

「
公
文
書
」
と
は
、
県
や
市
町
村
の
役
場
な

ど
で
、
仕
事
を
進
め
る
上
で
受
け
取
っ
た
り
作

成
し
た
り
す
る
書
類
（
文
書
）
を
指
し
ま
す
。

日
々
、
数
多
く
作
成
さ
れ
る
「
公
文
書
」
に
は
、

仕
事
で
必
要
と
な
る
期
間
を
想
定
し
た
、
「
保

存
期
間
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
群
馬
県
の

場
合
、
保
存
期
間
中
の
公
文
書
は
県
庁
の
書
庫

で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
存
期
間
が
過
ぎ
た

公
文
書
は
、
仕
事
を
進
め
る
上
で
必
要
と
な
れ

ば
保
存
延
長
さ
れ
ま
す
が
、
不
要
な
場
合
は

「
廃
棄
」
さ
れ
ま
す
。
廃
棄
さ
れ
る
文
書
は
、

仕
事
を
進
め
る
上
で
は
不
要
と
な
り
ま
す
が
、

将
来
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
仕
事

が
進
め
ら
れ
た
か
を
見
直
し
た
り
、
新
た
な
仕

事
を
始
め
る
上
で
参
考
に
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
作
成
目
的
と
は
違
っ
た

視
点
で
利
用
で
き
る
可
能
性
も
大
い
に
あ
る

の
で
す
。
そ
の
た
め
、「
廃
棄
さ
れ
る
群
馬
県
の

公
文
書
か
ら
、
将
来
使
わ
れ
る
可
能
性
の
あ
る

も
の
を
選
び
出
し
、
保
存
す
る
」
と
い
う
仕
事

を
当
館
で
は
進
め
て
い
ま
す
。 

 

当
館
が
保
存
す
る
群
馬
県
の
「
公
文
書
」
の

内
、
整
理
や
保
存
の
た
め
の
必
要
な
処
置
等
が

済
ん
だ
文
書
は
、
順
次
公
開
さ
れ
、
当
館
２
階

「
閲
覧
室
」
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
は
、
昭
和
36
～
40
年
度
に
作

成
さ
れ
た
３
０
４
点
の
公
文
書
が
新
た
に
公

開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か
ら
、

特
徴
的
な
「
公
文
書
」
を
２
点
ご
紹
介
し
ま
す
。 

（
１
） 

「
国
体
誘
致
特
委
関
係
綴
」
Ａ
０
３
８

５
Ｂ
０
０ 

№
３
１
２
（
昭
和
38
年
） 

昭
和
37
年
に
群
馬
県
知
事
を
会
長
と
す
る

「
第
22
回
国
民
体
育
大
会
群
馬
県
誘
致
委
員

会
」
が
発
足
さ
れ
、
開
催
地
申
込
申
請
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
当
県
の
他
に
青
森
・

岩
手
・
千
葉
・
山
梨
・
埼
玉
が
名
乗
り
を
上
げ
、

誘
致
合
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、

第
22
回
国
体(

昭
和
42
年)

の
開
催
地
は
埼
玉

に
決
定
し
、
群
馬
県
で
の
開
催
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
各
関
係
機
関
へ
の
陳
情
書
類
な
ど

か
ら
そ
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

県
の
名
所
や
県
内
競
技
場
の
様
子
を
写
真
で

収
め
た
Ｐ
Ｒ
資
料
か
ら
は
、
当
時
の
郷
土
の
様

子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（
２
） 

「
新
生
活
運
動
」
Ａ
０
１
８
０
Ｂ
０
０ 

№
65
（
昭
和
39
年
） 

道
徳
運
動
や
、
生
活
環
境
と
習
慣
の
刷
新
な

ど
に
つ
い
て
、
全
国
的
に
運
動
を
進
め
て
い
た

財
団
法
人
新
生
活
運
動
協
会
。
同
協
会
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
昭
和
39
年
）
の
開
催
を
受

け
、
各
都
道
府
県
の
「
新
生
活
運
動
協
議
会
」

等
と
協
力
し
て
、
開
催
国
と
し
て
相
応
し
い
国

新
た
に
公
開
し
た 

公 

文 

書 

新
た
に
収
集
し
た 

古 

文 

書 

新
た
に
公
開
し
た 

古 

文 

書 
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民
性
向
上
の
た
め
、
聖
火
コ
ー
ス
国
土
美
国
民

大
行
進
と
前
年
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
県
で

は
昭
和
38
年
10
月
31
日
・
11
月
１
日
の
２
日

間
開
催
さ
れ
、「
紙
く
ず
の
な
い
日
本
」
、「
行
列

を
守
れ
る
日
本
人
」
、「
花
い
っ
ぱ
い
の
群
馬
県
」

を
重
点
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
公
文
書
に
は
、
こ
れ
ら
行
事
の
計
画

等
に
つ
い
て
の
文
書
の
他
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
関
す
る
資
料
も
綴
じ
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
、

以
前
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
そ
れ
に
関
わ
る
行

事
を
振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。 当

館
の
閲
覧
室
の
書
架
に
は
、
約
４
，
０
０

０
冊
の
図
書
や
逐
次
刊
行
物
、
目
録
等
が
並
ん

で
お
り
、
公
文
書
、
古
文
書
や
郷
土
の
歴
史
な

ど
に
関
す
る
調
べ
も
の
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

開
架
し
て
い
る
図
書
に
は
主
に
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

●
「
日
本
の
公
文
書
管
理
」(

松
岡
資
明
著)

、

「
地
域
と
歩
む
史
料
保
存
活
動
」(

越
佐
歴
史

資
料
調
査
会
編)

な
ど
公
文
書
や
記
録
の
保

存
・
管
理
に
関
す
る
図
書 

●
「
群
馬
県
史
」(

群
馬
県
史
編
さ
ん
委
員
会

編)

の
ほ
か
、
県
内
市
町
村
や
他
県
の
自
治
体

史
誌 ●

「
上
野
国
神
社
明
細
帳
」(

丑
木
幸
男
編

著)

、
「
上
毛
及
上
毛
人
」(

上
毛
新
聞
社
編)

な

ど
群
馬
県
を
中
心
と
し
た
歴
史
、
民
俗
等
に
関

す
る
図
書
、
事
典
類 

●
古
文
書
解
読
の
た
め
の
参
考
図
書
や
「
く

ず
し
字
解
読
辞
典
」(

児
玉
幸
多
編)

な
ど
の
辞

書
・
事
典
類 

●
「
ま
ん
が
群
馬
の
歴
史
」
シ
リ
ー
ズ(

近
藤

義
雄
ほ
か
著)

な
ど
子
ど
も
向
け
の
図
書 

ま
た
、
逐
次
刊
行
物
に
は
、
当
館
が
刊
行
し

た
研
究
紀
要
「
双
文
」
（
31
号
か
ら
は
ウ
ェ
ブ

で
も
公
開
中
）
や
「
群
馬
歴
史
民
俗
」(

群
馬
歴

史
民
俗
研

究
会
編)

な
ど
が
あ

り
ま
す
。 

こ
れ
ら

は
全
て
閲

覧
室
の
中

で
ご
覧
い

た
だ
く
こ

と
が
で
き

ま

す

の

で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、
館

外
へ
の
貸

し
出
し
は

行
っ
て
お

り

ま

せ

ん
。 資

料
と
し
て
コ
ピ
ー
を
ご
希
望
の
際
は
、
利

用
券
の
提
示
と
「
文
書
複
写
許
可
申
請
書
」
の

提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
１
枚
に
つ
き
20
円

の
コ
ピ
ー
代
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
閲
覧
室
の

職
員
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
文
書
館

を
初
め
て
利
用
す
る
方
は
利
用
券
を
作
る
た

め
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
は
、
明
治
元
年

（
１
８
６
８
年
）
か
ら
起
算
し
て
満
１
５
０
年

に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
節
目
の
年
に
、
本
県
の

明
治
期
の
歩
み
を
広
く
県
民
の
皆
様
に
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
本
館
収
蔵
資
料
の
展

示
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

展
示
会
は
、
『
テ
ー
マ
展
示
２ 

明
治
１
５

０
年
「
近
代
群
馬
の
あ
け
ぼ
の
」
』
と
題
し
て
、

明
治
初
年
～
20
年
代
の
公
文
書
を
中
心
に
展

示
し
、
本
県
の
近
代
化
政
策
に
関
す
る
史
料
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

中
央
集
権
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
近
代
化

政
策
。
新
政
府
か
ら
出
さ
れ
た
指
令
に
よ
り
、

本
県
で
も
県
の
領
域
、
税
制
、
教
育
、
郡
市
町

村
の
区
域
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
政
策
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
本
県
に
出
さ
れ
た
指
令
書
を
編
冊

し
た
『
御
指
令
本
書
』
の
中
に
は
、「
大
久
保
利

通
」
、「
木
戸
孝
允
」
、「
伊
藤
博
文
」
と
い
っ
た

歴
史
上
著
名
な
人
物
の
記
名
押
印
も
見
て
取

れ
ま
す
。
政
府
か
ら
の
指
令
書
や
本
県
の
政
策

に
関
す
る
史
料
の
う
ち
、
特
徴
的
な
も
の
を
紹

介
す
る
今
回
の
展
示
会
。
ぜ
ひ
皆
様
の
目
で
、

「
群
馬
の
始
ま
り
」
、
そ
の
一
部
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

★
テ
ー
マ
展
示
１
「
上
州
の
幕
末
・
明
治
維
新

-
 

１
５
０
年
前
の
ふ
る
さ
と 

-

」 

11
月
４
日(

日)

ま
で 

※
開
館
記
念
日
行
事
展
示
解
説
会 

 

平
成
30
年
10
月
27
日
（
土
） 

の
計
３
回 

 

１
回 

10
時
30
分 

～ 

11
時
00
分 

 
 

２
回 

11
時
30
分 

～ 

12
時
00
分 

 
 

３
回 

15
時
40
分 

～ 

16
時
10
分 

★
テ
ー
マ
展
示
２
「
近
代
群
馬
の
あ
け
ぼ
の
」 

 
 

平
成
30
年
11
月
17
日
（
土
） 

～
平
成
31
年
２
月
24
日
（
日
） 

★
新
規
公
開
文
書
展
２
０
１
９ 

 
 

平
成
31
年
３
月
９
日
（
土
） 

～
７
月
７
日
（
日
） 

※
詳
細
は
文
書
館
Ｈ
Ｐ
を 

ご
覧
く
だ
さ
い 

 
 
 

今
後
の
行
事
予
定 

発
行
／
群
馬
県
立
文
書
館 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
r
c
h
i
v
e
s
.
p
r
e
f
.
g
u
n
m
a
.
j
p
 

題
字
／
岡
庭
征
人
書 

閲
覧
室
か
わ
ら
版 

～ 

そ
の
５ 

～ 

平
成
30
年
度
テ
ー
マ
展
示
２ 

明
治
１
５
０
年
公
文
書
展
示
会
の
ご
案
内 


